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大
阪
北
部
地
震
・
西
日
本

豪
雨
・
大
型
台
風
21
号
・
北

海
道
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
続
発
す
る
自
然
災
害

に
向
き
合
う
と
き
、
備
え
の

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感

し
ま
す
。

北
朝
鮮
非
核
化
は

成
る
か

　
六
月
の
歴
史
的
な

米
朝
首
脳
会
談
後

も
、
北
朝
鮮
非
核
化

へ
の
道
は
未
だ
見
え

ま
せ
ん
。
非
核
化
の
み
な
ら

ず
、
拉
致
問
題
や
朝
鮮
戦
争

終
結
を
も
包
括
す
る
日
本
政

府
の
独
自
外
交
の
推
進
が
待

た
れ
ま
す
。

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
て

　
厚
労
省
は
、
今
年
の
敬
老

の
日
に
百
寿
者
が
約
七
万
人

（
四
十
八
年
連
続
増
加
で
過

去
最
多
）
と
発
表
し
ま
し

た
。
高
齢
者
の
元
気
度
が
向

上
し
て
い
る
の
は
、
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
目
の
生
涯
健
康
に
限
っ

て
考
え
て
も
、
白
内
障
は
通

院
手
術
で
解
決
で
き
る
時
代

に
な
り
ま
し
た
が
、
緑
内

障
・
網
膜
疾
患
・
高
度
近
視

な
ど
の
難
題
が
立
ち
は
だ
か

り
、「
健
や
か
に
老
い
る
こ

と
」
が
難
し
い
の
も
事
実
で

す
。

豊
か
な
長
寿
社
会
を

築
く
た
め
に

　
安
倍
首
相
は
、
三
年
間
で

「
働
き
方
改
革
」
第
二
弾
の

「
生
涯
現
役
時
代
」
に
道
を

つ
け
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

労
働
（
社
会
）
参
加
は
健
康

長
寿
を
支
え
る
確
か
な
道
で

す
が
、
定
年
延
長
だ
け
で
は

困
り
ま
す
。

　
性
差
や
障
が
い
の
有
無
に

関
係
な
く
、
そ
し
て
老
い
て

も
、
誰
で
も
・
何
処
で
も
・

働
け
る
よ
う
に
、
労
働
そ
れ

自
体
を
、
例
え
ば
車
の
自
動

運
転
の
よ
う
に
、
改
革
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
や
が

て
、
そ
の
生
み
出
す
富
が
個

人
と
社
会
を
支
え
、
労
働
時

　
医
療
生
協
・
中
野
眼
科
で

は
、
組
織
強
化
月
間
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
交
流

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
例

年
企
画
し
て
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
日
本
映
画
界
の

巨
匠
と
し
て
こ
れ
ま
で
六
十

本
以
上
の
映
画
を
作
り
、
八

十
四
歳
に
な
ら
れ
る
今
、
新

作
時
代
劇
『
多
十
郎
殉
愛

記
』
を
完
成
さ
せ
た
中
島
貞

夫
監
督
を
講
師
に
お
招
き
し

ま
す
。
第
一
部
「
京
都
映
画

史
跡
を
訪
ね
て
」
で
は
、
町

の
あ
ち
こ
ち
に
点
在
す
る
映

画
に
関
す
る
名
所
を
ご
案
内

い
た
だ
き
、
ま
た
第
二
部

「
心
に
残
る
映
画
俳
優
た
ち
」

で
は
、
銀
幕
を
飾
っ
た
懐
か

し
の
映
画
ス
タ
ー
た
ち
の
撮

影
秘
話
、
あ
っ
と
驚
く
㊙
ば

な
し
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
聴

け
な
い
興
味
溢
れ
る
内
容
で

お
話
を
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

　
是
非
と
も
多
数
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し

ま
す
。

　
中
野
眼
科
を
開
設
し
て
い
る
京
都
医
療
生
活
協
同
組
合

で
は
、
十
月
～
十
一
月
を
中
心
に
組
織
強
化
月
間
に
取
り

組
み
ま
す
。 

　
こ
れ
は
わ
が
国
で
「
生
協
法
」
が
施
行
さ
れ
た
一
九
四

八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）
十
月
一
日
を
記
念
し
た
全
国
的

運
動
の
一
環
で
す
。
強
化
月
間
で
は
、
組
合
員
向
け
の
事

業
や
患
者
さ
ん
・
市
民
の
皆
さ
ん
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
を
通
し
て
、
医
療
生
協
の
活
動
趣
旨
を
見
つ
め
直
し
、

さ
ら
に
新
規
加
入
を
促
進
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
京
都
医

療
生
協
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ラ
ジ
オ
体
操
が
日
課
だ
。

そ
の
効
果
を
よ
わ
い
を
重
ね

る
ご
と
に
感
じ
る
。
ラ
ジ
オ

体
操
が
日
本
で
始
ま
っ
た
の

は
一
九
二
八
年
。
現
在
の
よ

う
に
な
っ
た
の
は
一
九
五
一

年
で
、
音
楽
は
服
部
正
の
作

曲
だ
。
何
気
な
く
音
楽
に
合

わ
し
て
肢
体
を
動
か
し
て
い

る
が
、
①
深
呼
吸
の
運
動
②

腕
を
振
っ
て
脚
を
曲
げ
伸
ば

す
運
動
③
腕
を
回
す
運
動
④

胸
を
そ
ら
す
運
動
⑤
身
体
を

横
に
曲
げ
る
運
動
⑥
身
体
を

前
後
に
曲
げ
る
運
動
⑦
身
体

を
ね
じ
る
運
動
…
十
一
種
と

全
身
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ

し
て
最
後
に
ま
た
②
と
①
に

も
ど
る
。
よ
く
考
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
そ
う
と
最

近
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
他
に
目

の
筋
肉
体
操
も
始
め
た
。

上
、
右
上
斜
め
、
右
、
右
下

斜
め
、
下
、
左
下
斜
め
、

左
、
左
上
斜
め
の
順
に
顔
を

静
止
し
た
ま
ま
目
だ
け
動
か

す
。
こ
れ
を
何
回
か
繰
り
返

す
。
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
疲

れ
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
一

日
一
回
は
動
か
す
よ
う
に
し

て
い
る
。
自
己
流
だ
が
、
ま

あ
い
い
か
（
笑
い
）。
脳
へ

の
情
報
の
九
割
を
目
が
担
っ

て
い
る
と
い
う
か
ら
身
体
の

他
の
部
位
以
上
に
、
と
ま
れ

目
を
労
わ
っ
て
あ
げ
な
い
と

い
け
な
い
と
思
う
。

 

（
川
久
保 

雄
二
郎
）

京
都
医
療
生
協
・
中
野
眼
科

　
医
療
生
協
・
中
野
眼
科
で

は
、
前
年
度
に
引
き
続
い
て
京
都
大
学
生
協
学
生
委
員
会

の
『
ぱ
れ
っ
と
・
秋
の
点
検

祭
り
』
に
企
画
協
力
し
て
、

「
目
の
健
康
を
守
る
」
た
め

の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
ま

す
。
と
く
に
最
近
注
目
さ
れ

て
い
る
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

に
関
す
る
目
の
ト
ラ
ブ
ル
に

対
す
る
的
確
な
予
防
や
正
し

い
使
い
方
に
つ
い
て
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

■ 

月
日
：
十
月
二
十
九
日

（
月
）～
十
一
月
一
日（
木
）

■ 

会
場
：
京
都
大
学
／
西
部

会
館
ル
ネ

京
都
大
学
生
協
と
連
携
し
て

～
健
康
啓
発
事
業
ご
案
内
～

　
緑
内
障
の
原
因
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
四
十
歳
以
上
の
二
十
人
に
一
人
が

患
者
で
あ
り
、
わ
が
国
の
失
明
原
因
の
第
一

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
自
覚
症
状
の

な
い
う
ち
に
病
気
が
進
行
し
、
視
野
が
狭
く

な
る
の
が
特
徴
で
、
や
は
り
早
期
発
見
が
必

須
の
病
気
で
す
。
京
都
医
療
生
協
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
無
料
眼
科
健
診
で
は
、
視
力
、

眼
圧
、
血
圧
等
を
検
査
し
、
藤
田
裕
美
医
師

が
前
眼
部
や
眼
底
な
ど
を
診
察
し
、
緑
内
障

だ
け
で
な
く
目
の
病
気
の
有
無
を
お
伝
え
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
眼
科
を
受
診
し
た
こ
と
が

な
い
方
は
、
こ
れ
を
機
会
に
是
非
と
も
受
診

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■ 

日
時
：
十
月
二
十
五
日（
木
）午
後
二
時
～

■ 

場
所
：
中
野
眼
科
本
院

　
　
　
　（
千
本
丸
太
町
西
南
角
）

■
申
込
：
中
野
眼
科
受
付
ま
た
は

　
　
　
　
京
都
医
療
生
協
事
務
局
ま
で

間
短
縮
が
地
域
社
会
と
人
間

を
も
復
活
さ
せ
る
で
し
ょ

う
。京

都
医
療
生
協
へ
の

参
加
を

　
中
野
眼
科
は
、
通
院
治
療

で
の
最
新
診
療
（
白
内
障
手

術
・
眼
内
注
射
に
よ
る
網
膜

疾
患
治
療
・
緑
内
障
診
療
）、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
専
門
診

療
、
そ
の
他
一
般
診
療
を
、

大
学
病
院
な
ど
基
幹
病
院
と

連
携
し
て
、
四
診
療
所
が
協

力
し
、「
患
者
さ
ん
第
一
」

の
立
場
で
、
診
療
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
設
立
法
人
で

あ
る
京
都
医
療
生
活
協
同
組

合
に
、
一
人
で
も
多
く
の
患

者
さ
ん
に
加
入
い
た
だ
き
、

目
の
生
涯
健
康
を
守
り
、
豊

か
な
長
寿
社
会
を
築
く
た
め

に
、
み
な
さ
ん
と
共
に
歩
ん

で
参
り
た
い
、
と
念
願
し
て

い
ま
す
。

「京都映画史と
  心に残る映画俳優たち」
～組合員交流集会ご案内～

日本映画界の巨匠・中島貞夫監督が語る 目
の
生
涯
健
康
を
守
る
た
め
に

さ
ら
に
信
頼
さ
れ
る
中
野
眼
科
を
め
ざ
し
て

組
織
強
化
月
間
に
あ
た
っ
て日時：�11月24日（土）

　　�午前11時～午後２時（午後１時からご昼食）

会場：�聖護院御殿荘
　　　（熊野神社前から徒歩５分）
会費：�医療生協組合員　2,100円
� 　　　　　　　　　　　（昼食代含む・税込）

※�今回は員外の方にも2,600円でご参加いた
だけますが、生協へご加入になれば組合員
扱い（2,100円）となりますので、これを機
会にご加入下さい。

申込：�中野眼科受付または京都医療生協事
務局まで

◇

京都医療生協理事長

山田　亮三
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永
田
さ
ん
は
京
大
名
誉

教
授
の
細
胞
生
物
学
者
。

前
提
と
し

て
」「
親
が

子
の
自
立
を

妨
げ
る
」

に
は
永
田
さ
ん
が
考
え

る
、
生
き
る
こ
と
の
意
味

が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
想
定
外
の
事

象
に
直
面
す
る
人
生
。
乗

り
越
え
る
に
は
そ
れ
な
り

の
体
力
も
い
り
ま
す
。
大

し
、
そ
の
蓄
積
を
「
知
の

体
力
」
と
表
現
し
ま
す
。

　
そ
う
す
る
と
、
同
書
は

一
見
、
若
者
向
け
で
は
あ

り
ま
す
が
、
世
代
を
超
え

て
訴
え
ま
す
。
三
部
構
成

で
「
答
え
が
な
い
こ
と
を

者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
主

眼
に
京
都
新
聞
に
連
載
し

た
も
の
を
、
後
に
加
筆
す

る
な
ど
し
て
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
タ
イ
ト
ル
は
や
や
難
解

な
気
も
し
ま
す
が
、
こ
こ

学
で
研
究
者
と
し
て
学
問

に
携
わ
っ
て
き
た
永
田
さ

ん
。
学
問
と
は
単
な
る
知

識
の
修
得
で
は
な
く
、
ど

う
す
れ
ば
困
難
を
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

と
い
う
考
え
方
の
訓
練
と

「
価
値
観
の
違
い
を
大
切

に
」
な
ど
の
小
タ
イ
ト
ル

が
「
知
の
体
力
」
の
具
体

的
な
訓
練
内
容
を
示
し
て

い
ま
す
。
新
潮
新
書
、
七

百
六
十
円
と
税
。

 

（
松
本
忠
之
）

ま
た
、
歌
人

と
し
て
も
知

ら
れ
ま
す
。

同
書
は
、
若

　
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
利
用

者
が
一
千
五
百
～
一
千
八
百

万
人
と
言
わ
れ
る
現
在
日

本
、
国
民
の
六
～
八
人
に
一

人
が
使
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
雑
貨

店
や
非
正
規
販
売
ル
ー
ト
で

の
購
入
数
を
加
え
る
と
、
さ

ら
に
多
数
の
利
用
者
が
あ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
民
多
数
が

利
用
し
て
い
る
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
は
、
新
素
材
の
開
発

や
製
品
管
理
の
向
上
に
よ
っ

て
安
全
性
が
高
ま
っ
て
い
る

一
方
で
、
眼
科
医
に
よ
る
診

察
や
定
期
検
診
を
受
け
な
い

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
利
用
者

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
安
全

性
を
め
ぐ
る
課
題
は
一
層
深

刻
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
二
〇
一
七
年
九
月
以

降
、
四
度
に
わ
た
っ
て
出
さ

れ
た
「
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

適
正
販
売
に
関
す
る
厚
労
省

医
薬
・
生
活
衛
生
局
局
長
通

知
」
も
、
罰
則
規
定
が
な
い

こ
と
か
ら
実
効
性
は
未
だ
に

確
実
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
を
背
景
に
し
て
日

本
眼
科
医
会
で
は
二
〇
一
七

年
十
月
に
「
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
に
よ
る
眼
障
害
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
集

計
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
眼
障
害
例
の
年
齢
構

成
を
見
ま
す
と
、
二
十
歳
代

が
最
多
数
を
占
め
、
つ
づ
い

て
三
十
歳
代
、
四
十
歳
代
の

順
と
な
り
、
こ
の
若
年
層
で

の
眼
障
害
傾
向
か
ら
も
、
眼

科
医
に
よ
る
診
察
や
処
方
を

受
け
ず
に
安
易
に
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
を
購
入
で
き
る
非

対
面
販
売
に
よ
る
購
入
の
増

加
、
眼
科
医
療
機
関
へ
の
受

診
機
会
の
減
少
が
重
大
な
要

因
と
推
測
し
得
ま
す
。

　
次
に
自
覚
症
状
に
つ
い
て

触
れ
ま
す
と
、
充
血
、
疼

痛
、
異
物
感
、
か
ゆ
み
、
眼

ン
ス
意
識
の
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
非
対
面
販

売
利
用
者
の
増
加
は
、
カ

ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
だ

け
で
な
く
視
力
矯
正
用
の
透

明
な
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に

お
い
て
も
、
今
後
眼
障
害
が

増
加
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん

で
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら

に
は
眼
障
害
が
発
生
し
た
後

も
眼
科
受
診
が
守
ら
れ
て
い

な
い
傾
向
を
考
え
る
と
、
眼

脂
が
大
き
な
比
率
を
占
め
て

い
ま
す
。
他
覚
的
所
見
で

は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜

炎
、
巨
大
乳
頭
結
膜
炎
、
毛

様
充
血
（
黒
目
を
囲
む
白
目

の
充
血
）、
角
膜
上
皮
び
ら

ん
や
点
状
表
層
角
膜
症
、
角

膜
潰
瘍
・
角
膜
浸
潤
な
ど
の

角
膜
疾
患
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
眼
障
害
の
抑

制
の
た
め
に
は
、
よ
り
厳
格

な
診
療
と
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
利
用
者
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

　
京
都
医
療
生
協
で
は
例
年

の
と
お
り
、
日
本
高
齢
者
大

会
へ
代
表
者
を
派
遣
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
第
三
十
二
回

を
迎
え
る
日
本
高
齢
者
大

会
は
、
十
一
月
二
十
五
日

（
日
）・
二
十
六
日
（
月
）
の

日
程
で
熱
海
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
総
代
の
東
川
絹
子
様

と
飯
田
朋
子
様
が
代
表
者
と

し
て
参
加
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
今
年
度
の
年
末
年
始
は
、
中
野
眼
科
の
す
べ
て
の
診

療
所
で
、十
二
月
三
十
日
（
日
）
か
ら
一
月
四
日
（
金
）

ま
で
の
六
日
間
が
一
斉
休
診
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
野
眼
科

一
斉
休
診
の
お
知
ら
せ

永
田 

和
宏
著
　『
知
の
体
力
』

日
本
高
齢
者
大
会
in
熱
海
へ

　
　
代
表
者
を
派
遣
し
ま
す
！

本
年
八
月
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に
三
割
負
担
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
費
自
己
負

担
増
が
受
診
抑
制
を
生
ん
だ
よ
う
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
抑
制
傾
向
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

保
険
で
良
い
医
療
を

　
終
戦
後
ま
も
な
い
一
九
五

〇
年
（
昭
和
二
十
五
年
）
に

設
立
さ
れ
た
京
都
医
療
生
活

協
同
組
合
は
二
〇
二
〇
年
に

め
で
た
く
設
立
七
十
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
京
都
医
療
生
協
の
七
十
年

の
歩
み
を
皆
さ
ま
と
ご
一
緒

に
振
り
返
り
な
が
ら
、
そ
の

意
義
を
再
確
認
し
八
十
年
に

向
け
た
将
来
像
を
展
望
し
ま

し
ょ
う
。

設
立
の
経
過

　
終
戦
直
後
、
国
民
は
高
物

価
・
イ
ン
フ
レ
・
物
不
足
に

あ
え
ぎ
、
ま
た
開
業
医
に

と
っ
て
も
健
康
保
険
診
療
報

酬
収
入
の
遅
延
・
診
療
施
設

の
荒
廃
・
医
療
衛
生
材
料
の

不
足
、
さ
ら
に
は
徴
税
攻
勢

な
ど
の
困
難
が
あ
り
ま
し

た
。
経
営
危
機
に
直
面
す
る

開
業
医
が
、
一
九
四
八
年

（
昭
和
二
十
三
年
）
制
定
の

「
消
費
生
活
協
同
組
合
法
」

の
後
押
し
を
得
て
、
生
活
協

同
組
合
を
基
礎
に
し
た
医
療

活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

医
療
生
協
設
立
へ
の
第
一
歩

と
な
っ
た
の
で
す
。

　
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十

五
年
）
四
月
、
京
都
医
療
生

協
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
後
、
設
立
認
可
を
め
ぐ

る
京
都
府
と
の
交
渉
を
経

て
、
翌
年
に
認
可
さ
れ
（
一

九
五
〇
年
五
月
一
日
付
）
正

式
に
設
立
さ
れ
る
に
至
り
ま

し
た
。
京
都
医
療
生
協
は
、

戦
後
日
本
に
生
ま
れ
た
新
し

い
医
療
運
動
で
あ
り
、
組
合

員
を
主
人
公
に
協
同
の
精
神

を
基
調
に
人
と
人
を
つ
な
ぐ

組
織
で
す
。
そ
こ
に
は
国
民

皆
保
険
制
度
創
設
へ
の
取
り

組
み
、
医
師
・
職
員
と
組
合

員
と
の
協
同
に
よ
る
質
の
高

い
医
療
を
実
現
さ
せ
よ
う
と

い
う
創
業
者
・
中
野
信
夫
先

生
の
理
念
が
息
づ
い
て
い
る

の
で
す
。

ふりかえって
　　みましょう

京都医療生協の70年①

障
害
の
重
症
化
も
危
惧
さ
れ

ま
す
。

　
以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
も
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
が
高
度
管
理
医
療
器
（
ク

ラ
ス
Ⅲ
人
工
呼
吸
器
な
ど
）

で
あ
り
、
医
療
機
関
の
診

療
、
そ
し
て
適
正
な
情
報
提

供
を
受
け
て
か
ら
利
用
す
る

こ
と
の
必
要
性
が
わ
か
り
ま

す
。
京
都
医
療
生
協
・
中
野

眼
科
で
は
、「
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
処
方
管
理
は
医
療
」

の
立
場
を
一
貫
し
て
堅
持
し

つ
つ
、
今
後
も
安
心
・
安
全

な
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
提
供

に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
ゆ
く

方
針
で
す
。

第32回

安
心
・
安
全
な
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の

提
供
の
た
め
に

～
日
本
眼
科
医
会
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
～

1950年頃の中野眼科
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【
西
本
願
寺
】

診
療
所
の
あ
る
街
角
で
⑧


